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次
代
を
担
う
小
・
中
学
生
に
正
し
い
税
の
知
識
と
広
く
税
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
高

め
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
た
結
果
、
次
の
方

々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

な
お
、
入
賞
作
品
は
３
月
10
日
㈮
ま
で
、
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
雄
武
町
教
育
委
員
会

　
問
雄
武
町
租
税
教
育
推
進
懇
話
会

優秀賞 奨励賞

最優秀賞 小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る
「
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」

入
賞
者
決
定

小学２年生の部　　千葉　理湖（沢木）
３年生の部　　高野　紫琉（雄武）
４年生の部　　村田のん乃（雄武）
５年生の部　　出口　葉月（雄武）
６年生の部　　中村　弥希（雄武）

中学１年生の部　　斉藤　愛綾

小学１年生の部　　加賀　椿姫（沢木）　小野　稜馬（沢木）
２年生の部　　藤島　有那（沢木）　工藤　大志（豊丘）
３年生の部　　藤島　凪沙（沢木）　石村　芽依（共栄）
４年生の部　　國井　琴美（雄武）　髙田龍之介（雄武）
５年生の部　　竹田　純菜（沢木）　佐藤　　彩（雄武）
６年生の部　　工藤　風稀（豊丘）　吉澤　千夏（雄武）

中学１年生の部　　掛川原　凜　　碇谷　　陽

　
国
民
健
康
保
険
病
院
に
併
設
し
て
い
る

介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
マ
ナ
ス
は
、
現
在

満
床
ま
た
は
満
床
に
近
い
入
所
状
況
で
推

移
し
て
い
ま
す
。

　
27
年
４
月
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

よ
り
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）
の
介
護
度
の
入
所
要
件
が

原
則
と
し
て
「
要
介
護
３
」
以
上
と
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
老
人
保
健
施
設
入
所
者

の
う
ち
「
要
介
護
１
」
と
「
要
介
護
２
」

を
合
わ
せ
た
入
所
者
数
で
は
７
割
に
近
い

ほ
ど
、高
い
構
成
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
入
所
者
全
体
の
平
均
介
護
度

は
「
要
介
護
２
」
程
度
で
比
較
的
低
い
介

護
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

雄
武
町
の
老
人
保
健
施
設
に
つ
い
て

は
、
24
年
３
月
に
医
療
療
養
型
病
床
（
療

養
病
床
）
26
床
を
転
換
型
老
健
と
し
て
全

床
を
転
換
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
療
養
病

床
に
代
わ
る
機
能
と
し
て
、
療
養
病
床
と

従
来
の
老
人
保
健
施
設
と
の
中
間
的
な
性

格
を
持
つ「
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
」

と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。

　
従
来
の
一
般
的
な
老
人
保
健
施
設
と
町

が
転
換
し
た
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設

に
お
い
て
最
も
違
う
点
は
、
充
実
し
た
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
点
で

す
。
も
と
も
と
医
療
療
養
型
病
床
か
ら
の

転
換
で
あ
る
の
で
当
然
な
の
で
す
が
、「
痰

の
吸
引
」・「
胃
ろ
う
」・「
経
管
栄
養
」
な

ど
の
医
療
措
置
が
行
わ
れ
、
施
設
で
の
療

養
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
介
護
療
養
型
老

人
保
健
施
設
の
入
所
要
件
と
し
て
は
、
制

度
上
、
年
齢
が
65
歳
以
上
で
要
介
護
が
１

以
上
の
他
に
、
前
記
の
よ
う
な
医
療
措
置

が
必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
マ
ナ
ス
は
、
28

年
度
か
ら
専
任
の
理
学
療
法
士
を
配
置
す

る
な
ど
し
て
、
在
宅
等
へ
の
復
帰
に
向
け

た
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の

入
所
状
況
で
推
移
し
て
行
き
ま
す
と
、
介

護
度
が
高
く
か
つ
医
療
的
な
ケ
ア
を
必
要

と
し
た
重
度
に
属
す
る
要
介
護
高
齢
者
の

入
所
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
生
じ
る
な

ど
、
介
護
療
養
型
施
設
と
し
て
の
受
け
入

れ
が
大
変
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
本
来
、
老
人
保
健
施
設
と
い
う
の
は
、

リ
ハ
ビ
リ
等
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
早

期
に
在
宅
生
活
に
復
帰
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
主

体
の
老
人
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど

◉小学２年生の部
　池田　藍瑠（豊丘）

◉小学１年生の部
　小野　愛翔（沢木）

◉小学４年生の部
　中村　のあ（共栄）

◉小学３年生の部
　栗山　朔乙（雄武）

◉小学５年生の部
　和田　沙羅（雄武）

◉小学６年生の部
　片川　芽生（雄武）

◉中学１年生の部
　栁谷　楓乃

雄
武
町
立
介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
マ
ナ
ス

施
設
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

と
は
基
本
的
に
異
な
る
性
格
の
施
設
で

す
。
こ
の
た
め
、
今
後
を
見
据
え
た
老
人

保
健
施
設
の
入
所
需
要
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
は
、
入
所
者
の
在
宅
復
帰
を
よ
り

目
指
し
て
行
き
な
が
ら
、
介
護
度
や
医
療

措
置
の
必
要
度
等
に
よ
る
優
先
状
況
に
応

じ
て
、
入
所
の
判
定
や
入
所
継
続
の
判
定

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
今
後
の
施
設
運
営
に
対
し
て
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
マ
ナ
ス

☎
８
４
‐
２
５
１
７



45 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

まちのできごと

↑キャンパス校化について説明する道教育庁職員

雄武高等学校地域キャンパス校化説明会

高校の存続に向けて
　雄武高校の将来的な存続の可能性を探る、地域キャ
ンパス校化についての説明会が、町民センターで開か
れました。地域キャンパス校化は、他校への通学が困
難な地域で地元からの進学率が高い高校を存続させて
いくため、他校と連携した活動により教育環境の充実
を図ることが目的。出席した小・中学生の保護者など
は、導入のメリットや事例などについて、メモを取り
ながら真剣な表情で聞いていました。

２/
15

↓豊丘小の児童と一緒に雪遊びを楽しむ武雄市児童

　地名の漢字が逆さまの縁から交流を
続けている武雄市の小学生が、３日間
の日程で来町しました。この日は豊丘
小で交流会が行われ、同小児童たちと
一緒にソリ滑りやスノーモービルでバ
ナナボートを引っ張るスノーラフティ
ングを堪能。最初は互いに戸惑いも見
られましたが、雪遊びを通してすっか
り仲良くなっていました。武雄市立橘
小５年の山口涼花さんは「こんなに多
くの雪は見たことが無いです。いろい
ろな雪遊びが体験できてすごく楽し
かった」と笑顔で話していました。

↑相手チーム目がけてボールを投げる参加者

第 28 回雄武町民雪合戦大会２/
26

2/
3

若草保育所防火豆まき

鬼は外！福は内！
　節分のこの日、消防署雄武支署が若草保育所を訪れ、
火災予防を呼び掛ける防火豆まきを行いました。この日
は、園児約100人が鬼の面をかぶって参加。同署職員
が扮する赤鬼と青鬼が登場すると、園児たちは鬼におび
えながらも「鬼は外、福は内」の掛け声とともに豆を力
いっぱい投げつけ、鬼を退治しました。最後には、すっ
かり改心した鬼と仲良く豆を食べ、「優しい鬼さんでよ
かった」と園児たちは安心した様子で話していました。

↑ポニーとふれあう子供たち

第 1 回雪育ゆきん子まつり

　おうむ夢プロジェクト（石井友藏会長）主催の雪育
ゆきん子まつりが、石井菜園広場（中雄武）で開催さ
れました。同プロジェクトによる町内の冬イベントは
初の試み。イベントには小学生と保護者などが多数参
加し、ソリ滑りやスノーラフティング、ポニーとのふ
れあいなどを満喫しました。石井会長は「子供たちが
雪遊びや動物とのふれあいを通じ、心も体も健やかに
成長する手助けになれば」と話していました。

２/
12

↓楽しそうに豆まきをする園児たち

２/
15

日本バッハコンクール全国大会入賞報告

全国の舞台で見事に活躍
　東京都で開催されたピアノの「第７回日本バッハコン
クール全国大会」で、金賞を受賞した大輪美空さん（雄
武小4年）と銀賞を受賞した小野心波さん（同小1年）
が役場を訪れ、中川原町長に入賞の報告を行いました。
本番の衣装に身を包んだ2人は「1カ月前から毎日３時
間くらい練習しました。賞がもらえてうれしかったです」
と笑顔。中川原町長は「頑張っている2人が、ますます
活躍していくことを期待しています」と激励しました。

↓トロフィーを手にする大輪さん（左）と小野さん

優勝目指し、見事な連携

武雄市児童交流会2/
４ 北と南の交流

子供たちの成長のために

２/
７

ブルームボール教室

楽しく元気にプレー

↓ブルームボールをプレーする子供たち

　ブルームボールの楽しさを知ってもらおうと、ふる
さと100メモリアル広場で小学生対象の教室が開かれ
ました。この日は雄武小の5年生を対象に実施。町ブルー
ムボール協会員からパスやシュートなどの指導を受け
たあと、試合に挑戦しました。氷の上で転んでしまう児
童もいましたが、シュートが決まると大きな歓声が上
がっていました。小林大也君は「初めてプレーしました
が、とてもいい経験になった」と笑顔で話していました。

　町民雪合戦大会が雄武小グラウンドで開催され、小学生
6チーム、一般4チームが参加し、優勝を目指して熱戦
を繰り広げました。小学生の部に参加した子供たちは、3
週間ほど前から練習を重ねてきたといい、息の合った見事
なプレーを披露。小学生の部で優勝した「ラーメン好きよ」
チームの國井琴美さん（雄武小5年）は「まさか優勝で
きるとは思っていなかった。練習の成果を発揮できてうれ
しい」とチームメイトと喜びを分かち合っていました。
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情報ひろば情報ひろば
　
軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
譲
渡
、売
却
、

下
取
り
な
ど
で
、
現
在
車
両
を
所
有
し
て

い
な
い
場
合
、
４
月
２
日
以
降
に
名
義
変

更
・
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
も
、
そ
の
年

度
分
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
業

  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240

者
に
軽
自
動
車
を
引
き
渡
し
た
場
合
も
廃

車
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
他
の
市
区
町
村
へ
住
所
変
更
し
た
人
や

車
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
も
同
様
に

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

全
て
に
つ
い
て
滞
納
整
理
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
給
与
・
預
貯
金
・
動
産
な

ど
の
財
産
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
納
税
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
大

至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

　
道
税
の
納
税
に
は
、
手
続
き
が
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
紋
別
道
税
事
務
所
納
税
係

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
２
６
２
６

　

３
月
７
日
㈫
に
献
血
車
が
来
町
し
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
献
血
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

時
間
・
場
所

	・
９
時
～
９
時
20
分

　
沢
木
住
民
セ
ン
タ
ー
「
つ
ど
ー
れ
」
前

・
10
時
～
11
時
45
分

　
雄
武
町
役
場
前

・
13
時
～
14
時

　
雄
武
町
役
場
前

・
14
時
30
分
～
15
時
10
分

　
雄
武
漁
業
協
同
組
合
前

・
15
時
40
分
～
16
時
30
分

　
雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

軽
自
動
車
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　
自
殺
の
原
因
の
多
く
は
「
う
つ
病
」
な

ど
こ
こ
ろ
の
病
気
が
関
係
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
自
殺
は
、
う
つ

病
な
ど
の
早
期
発
見
・
治
療
に
よ
り
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
紋
別
保
健
所
で
は
、
保
健
師
や
専
門
医

が
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
心
配
の
あ
る
人
、

認
知
症
に
関
す
る
心
配
や
悩
み
、
飲
酒
や

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
な

ど
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
紋
別
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

　
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検

診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
使
用
期
限
は
、
３
月

31
日
㈮
ま
で
で
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
は
対
象

者
へ
昨
年
５
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
手

元
に
な
い
場
合
は
、
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

税
　
金

し
、
最
終
処
分
場
の
延
命
化
に
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉��

ゴ
ミ
減
量
の「
３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

	・
リ
デ
ュ
ー
ス(

発
生
抑
制)

　

	

エ
コ
バ
ッ
グ
を
使
用
す
る
。
不
必
要
な

も
の
を
買
わ
な
い
な
ど
、
な
る
べ
く
ゴ

ミ
を
出
さ
な
い
こ
と
。

	・
リ
ユ
ー
ス(

再
使
用)

　

	

詰
め
替
え
容
器
を
使
う
、
壊
れ
て
も
買

い
替
え
で
は
な
く
修
理
す
る
な
ど
、
物

を
大
切
に
使
う
こ
と
。

	・
リ
サ
イ
ク
ル(

再
生
利
用)

　

	

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
空
き
缶
、
紙
類
な
ど
再
生
利
用

可
能
な
ゴ
ミ
を
分
別
し
、
資
源
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
。

◉
再
資
源
化
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
量

▼
27
年
度
引
き
渡
し
量

	・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　
16
ト
ン

　
（
名
寄
市　
北
海
紙
管
株
式
会
社
）

	・
古
紙
等　
216
ト
ン

　
（
名
寄
市　
北
建
工
業
株
式
会
社
）

	・
空
き
缶
類　
26
ト
ン

　
（
名
寄
市　
北
建
工
業
株
式
会
社
）

	・
容
器
プ
ラ　
22
ト
ン

　
（
紋
別
市　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

	・
ビ
ン　
36
ト
ン

　
（
紋
別
市　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

冬
の
生
活
支
援
事
業
助
成
券
の
使
用
期
限

社
会
福
祉

　　

  　Information

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用
期
限

　
雄
武
町
高
齢
者
等
の
冬
の
生
活
支
援
事

業
と
し
て
交
付
し
て
い
る
助
成
券
は
、
使

用
期
限
が
３
月
20
日
㈪
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
た
助
成
券
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

環
境
衛
生

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

区　　　　　　分 問い合わせ先

原動機付自転車（50㏄～ 125㏄）
小型特殊自動車（農耕用、その他）
※雄武町のナンバー

税財管理課 課税係
☎ 84-2121

軽自動車（貨物、自家用）
軽二輪車（250㏄以下）
小型二輪車（250㏄超のオートバイ）
※雄武町以外のナンバー

北見地区軽自動車協会
☎ 0157-24-6130
北見地区自家用自動車協会
☎ 0157-24-6271

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で

運
輸
支
局
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。
引
っ
越
し
で
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
が
必
要
な
場
合

	・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

	・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き（
移
転
登
録
）

	・	

自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

（
抹
消
登
録
）

※	

29
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を
確

実
に
届
け
る
た
め
、
3
月
中
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き　
札
幌

道
税
事
務
所
に
連
絡
す
る
か
、
道
税
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自
動
車
税
の
住
所
変
更
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１
‐
７
４
６
‐
１
１
９
７

ペットボトルの
出し方が変わりました
　ペットボトルの出し方が、２月 21 日
回収分から変更になりました。
　今までのペッ
トボトルの出し方
は、キャップの下
に付いているリン
グを外すようにお
願いしていました
が、今後はリング
を外さなくても回
収できるようにな
りました。
　なお、リングを外すこと以外に変更は
ありませんので、キャップは燃やせない
ゴミ、ラベルはプラスチックゴミ、ペッ
トボトル本体は洗浄後、専用指定袋に入
れて出してください。
問住民生活課環境衛生係

３
月
は
道
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、12
月
、

３
月
の
各
月
を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

と
し
て
道
税
の
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
３
月
は
、
自
動
車
税
、
個
人
事

業
税
お
よ
び
不
動
産
取
得
税
な
ど
の
道
税

保
　
健

　
最
終
処
分
場
で
埋
め
立
て
処
分
と
な
る

ゴ
ミ
の
量
が
増
え
る
と
、
最
終
処
分
場
が

使
用
で
き
る
年
数
が
減
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ゴ
ミ
は
適
切
に
分
別
し
て
、
埋
め
立

て
処
分
と
な
る
ゴ
ミ
の
排
出
量
を
減
ら

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

小
児
科
診
療
日
程
の
変
更

医
　
療

　
国
保
病
院
の
小
児
科
診
療
は
、
旭
川
医

科
大
学
小
児
科
医
局
の
支
援
に
よ
り
出
張

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
の

支
援
体
制
が
変
更
と
な
り
、
月
曜
日
は
各

月
２
回
（
５・７
・
10
月
は
３
回
の
予
定
）

と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
毎
週
金
曜
日
午
後
か
ら
の
診
療

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

４
月
の
診
療
日

	・
１
日
診
療　
３
日
・
17
日

	・
午
後
診
療　
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

※	

５
月
以
降
の
診
療
日
は
、
各
診
療
月
の

前
月
に
発
行
す
る
町
広
報
紙
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
病
院
庶
務
係

　
毎
年
４
月
２
日
は
国
連
が
定
め
る
「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。
日
本
で
は

４
月
２
日
か
ら
８
日
を
発
達
障
害
啓
発
週

間
と
し
、
理
解
を
広
げ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
や
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の

活
動
を
各
地
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー

は
、癒
や
し
や
希
望
な
ど
を
表
す
色
で
す
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
日
本
実
行
委
員
会

は
、
青
（
ブ
ル
ー
）
を
自
閉
症
や
発
達
障

害
を
理
解
す
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

　
27
年
度
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
数
は
全

国
で
２
万
４
０
２
５
人
で
あ
り
、
ま
た
紋

別
保
健
所
管
内
で
は
毎
年
15
人
前
後
の
人

が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
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住
　
宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
新
規
）

新日の出団地 旭日団地

潮見団地 幌内団地魚田団地

緑町団地 町
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
継
続
）

　
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
が

改
正
さ
れ
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
公

選
（
選
挙
）
制
か
ら
、
町
長
が
個
人
や
団

体
な
ど
に
推
薦
を
求
め
る
と
と
も
に
、
募

集
を
行
い
町
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す

る
方
法
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
雄
武
町
で
は
、
現
農
業
委
員
の
任
期
が

７
月
19
日
に
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
次

の
と
お
り
農
業
委
員
の
推
薦
お
よ
び
募
集

を
行
い
ま
す
。

推
薦
・
募
集
方
法　
個
人
・
団
体
な
ど
か

ら
の
推
薦
、
一
般
募
集

任
期　
７
月
20
日
～
32
年
７
月
19
日
（
３

年
間
）

資
格　
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農

地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す

る
事
項
、
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の
所
掌

に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
そ
の
職
務
を
適

切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
で
あ
っ
て
、

農
業
委
員
の
選
任
予
定
日
に
お
い
て
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

	・	

雄
武
町
に
住
所
を
有
す
る
人
を
基
本

に
、
雄
武
町
外
に
住
所
を
有
す
る
人
も

妨
げ
な
い
。

	・
雄
武
町
の
職
員
で
な
い
人

推
薦
・
募
集
人
数　
　
10
人

業
務
内
容　
農
業
委
員
会
総
会
に
お
け
る

農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
に
係
る
許
可
な

ど
の
審
議
お
よ
び
決
定
、
農
地
な
ど
の
利

用
の
最
適
化
の
推
進
な
ど

推
薦
・
応
募
手
続　
所
定
の
届
出
様
式
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
農
業
委
員
会
事

務
局
へ
直
接
提
出
す
る
か
郵
送
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
期
間　
３
月
21
日
㈫
～
４
月
17
日
㈪

届
出
様
式　
農
業
委
員
会
事
務
局
に
備
え

募
　
集

財
務
専
門
官
採
用
試
験

団地名 間取り 戸数 家　　賃 単身

旭日 3LDK 2 21,000 ～ 55,000 不可

新日の出 2LDK 1 22,400 ～ 51,500 不可

緑町 2LDK 1 17,500 ～ 40,400 不可

潮見
2DK 1 3,400 ～ 7,800 可

3LDK 5 12,200 ～ 40,500 不可

魚田
3DK 3 9,100 ～ 17,700 可

3LDK 1 11,100 ～ 18,500 可

幌内 3LDK 2 7,800 ～ 20,700 可

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
、

金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活

躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

	・	

昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

	・	

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
業
者
（
30

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
含
む
）

受
付
期
間　
３
月
31
日
㈮
～
４
月
12
日
㈬

１
次
試
験　
６
月
11
日
㈰

申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

	http://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/
sennm

onnsyoku_daisotsu/zaim
u/

zaim
u_daisotu.htm

l

問
財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

　　

  　Information 緑町団地

申
込
方
法　
役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
、
入
居
す
る
人
の
住
民
票
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
提
出
の
際
に

は
個
人
番
号
の
分
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

町
外
者
は
市
町
村
民
税
課
税
証
明
書
・

所
得
証
明
書
な
ど
直
近
１
年
分
の
所

得
が
分
か
る
も
の
と
納
税
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

家
賃
算
定
に
係
る
所
得
基
準　
一
般
世

帯
の
所
得
基
準
の
上
限
は
政
令
月
収
で

15
万
８
千
円
、裁
量
世
帯
は
25
万
９
千
円
。

家
賃
は
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

※	

政
令
月
収
と
は
、
給
与
所
得
者
は
１
年

間
の
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自

営
業
者
は
１
年
間
の
事
業
所
得
か
ら

必
要
経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養

控
除
等
を
差
し
引
い
た
額
を
12
で
除

し
た
も
の
で
す
。

※	

裁
量
世
帯
と
は
、
高
齢
者
世
帯
（
60
歳

以
上
）、
高
齢
者
と
18
歳
未
満
の
世
帯
、

障
害
者
（
障
害
の
程
度
に
よ
る
）
が
い

る
世
帯
、
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
、
婚
姻

後
2
年
以
内
で
夫
婦
と
も
に
35
歳
未

満
の
世
帯
（
小
学
生
以
下
の
児
童
が
い

る
場
合
も
可
）
な
ど
で
す
。

申
込
期
限

・
新
規
募
集　
３
月
15
日
㈬

・
継
続
募
集　
随
時
受
付
（
問
い
合
わ
せ
時

に
募
集
を
終
了
し
て
い
る
場
合
が
有
り
ま
す
）

選
考
方
法　
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
、

住
宅
困
窮
度
の
高
い
人
か
ら
入
居
決
定
し
、

困
窮
度
が
同
じ
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※	

町
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
と
入
居
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※	

町
営
住
宅
の
情
報
は
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込

用
紙
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

入
居
資
格

	・	

雄
武
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は

有
す
る
こ
と
と
な
る
人

	・
満
35
歳
未
満
の
独
身
勤
労
者

	・	

町
税
な
ど
滞
納
が
な
く
、
現
に
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
人

町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
・
募
集

幌内団地

団地名 間取り 戸数 家　　賃 単身

緑町 1LDK 1 14,500 ～ 33,300 可

幌内 3LDK 1 7,800 ～ 14,400 可

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※	

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
す
る
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

北オホーツク農協から町へ 500万円の寄付

農業施策への支援に恩返し
　1 月 31 日㈫、北オホーツク農業協同組合（吉田
隆好代表理事組合長）から町に対し、500 万円の寄
付目録が贈呈されました。
　北オホーツク農協では、昨年度、生乳生産量の増
大などにより合併後最高の利益となったことから、

「日頃の町からの農業施策に係る支援に対し恩返し
をしたい」と寄付することを決めたものです。
　目録を受け取った中川原町長は、「組合員さんの
汗の結晶をありがたくお受け取りします。本町の産
業振興に有効に活用したいと思います」と感謝の言
葉を述べました。
　町では具体的な寄付金の活用方法を検討し、地域
産業の成長による所得向上につながる施策の強化に
努めていきます。

問財務企画課財政係

試
　
験

　
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
が
改

正
さ
れ
、
北
海
道
と
市
町
村
が
一
体
と

な
っ
て
国
保
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
道
内
の
国
保
運
営
の
統

一
的
な
指
針
と
し
て
「
北
海
道
国
民
健
康

保
険
運
営
方
針
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
運
営
方
針
（
原
案
）
に

つ
い
て
、
道
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

公
表
場
所　
北
海
道
国
保
医
療
課
（
道
庁

６
階
）、
道
庁
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
道

庁
別
館
３
階
）、
各
総
合
振
興
局
お
よ
び

振
興
局（
石
狩
を
除
く
）の
行
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
公
開
す
る
ほ
か
、
北
海
道
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

募
集
期
間　
３
月
31
日
㈮
ま
で

提
出
方
法
・
提
出
先　
公
表
場
所
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
意
見
募
集
要
領
を

ご
覧
の
う
え
、
提
出
く
だ
さ
い
。

①	

郵
便　
札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁

目　
北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局

国
保
医
療
課（
広
域
化
準
備
グ
ル
ー
プ
）

②
Fax　
０
１
１
‐
２
３
２
‐
１
０
３
７

③	

メ
ー
ル　

hofuku.kokuhounei@
pref.hokkaido.lg.jp

問
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局
国
保
医
療
課

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
１
１
１

道
民
意
見
の
募
集

↑中川原町長に目録を手渡す吉田組合長（右）

1戸
１ＬＤＫ

平成6年建設
家賃　3万円

サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ
ヂ
入
居
者
募
集

申
込
方
法　
役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
住
民
票
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
提
出
の
際
に
は
個
人
番
号
の
分
か

る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

町
外
者
は
市
町
村
民
税
課
税
証
明
書
・

所
得
証
明
書
な
ど
直
近
１
年
の
所
得
が

分
か
る
も
の
と
納
税
証
明
書
が
必
要
。

申
込
期
限　
３
月
15
日
㈬

問
税
財
管
理
課
管
財
係
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情報ひろば情報ひろば
　
雄
武
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
、
国
か
ら

紺
綬
褒
章
が
授
与
さ
れ
、
２
月
14
日
㈫
同

組
合
に
お
い
て
中
川
原
町
長
か
ら
片
川
隆

市
組
合
長
に
褒
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
紺
綬
褒
章
は
公
益
の
た
め
に
私
財
を

寄
付
し
た
人
（
団
体
）
に
授
与
さ
れ
る
褒

章
で
、
自
治
体
な
ど
に
５
０
０
万
円
以
上

の
寄
付
を
し
た
個
人
、
１
千
万
円
以
上
の

寄
付
を
し
た
団
体
な
ど
が
対
象
に
な
る
も

の
で
す
。
今
回
の
受
章
は
、
昨
年
４
月
に

雄
武
漁
協
か
ら
町
に
対
し
２
千
万
円
の
寄

付
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
雄
武
漁
業
協
同
組
合
か
ら
は
、

25
・
26
・
27
年
に
も
町
に
対
し
寄
付
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
回
の
紺
綬
褒
章
の
受

章
は
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

問
総
務
課
庶
務
係

  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240

	・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
危
険
が

い
っ
ぱ
い
！

　

	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ
ト
、
ゲ
ー
ム
サ

イ
ト
な
ど
を
利
用
し
、
ネ
ッ
ト
上
で

知
り
合
っ
た
相
手
に
、
だ
ま
さ
れ
た

り
、
お
ど
さ
れ
た
り
し
て
自
分
の
裸
の

画
像
な
ど
を
送
る
と
い
う
「
自
画
撮
り

被
害
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上

で
知
り
合
っ
た
人
に
は
、「
会
わ
な
い
」

「
信
用
し
な
い
」「
写
真
を
送
ら
な
い
」

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

	・
万
引
は
犯
罪
！

　

	

万
引
を
す
る
、
万
引
の
見
張
り
や
命
令

を
す
る
、
盗
ん
だ
物
を
買
う
こ
と
や
、

も
ら
う
こ
と
は
全
て
犯
罪
に
な
り
ま

す
。

	・
断
る
勇
気
！
ス
ト
ッ
プ
薬
物

　

	

薬
物
に
「
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
」

と
い
う
強
い
気
持
ち
と
、
誘
わ
れ
て

も
き
っ
ぱ
り
と
断
る
勇
気
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

◉
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

	・
子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
制
限
を

　

	

子
供
と
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
利
用
方
法
や

危
険
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
た

り
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
を
作
り
、
子
供

が
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
犯
罪
を
起
こ

し
た
り
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
家

３
月
議
会
定
例
会

▼
種
類

	・
駒
菌
１
瓶
（
５
０
０
駒
入
り
）

	・
種
菌
１
瓶
（
１
０
０
０
㏄
入
り
）

　
い
ず
れ
も
シ
イ
タ
ケ
・
ナ
メ
コ
・
ヒ
ラ

　
タ
ケ
・
タ
モ
ギ
タ
ケ
の
４
種
類

※	

原
木
は
、
き
の
こ
菌
１
瓶
で
16
本
（
90

㎝
）
ほ
ど
必
要
で
す
。
原
木
の
数
量
が

少
な
い
た
め
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
植
菌
用
ド
リ
ル
は
無
料
で
貸
し

出
し
ま
す
。

申
し
込
み　
３
月
31
日
㈮
ま
で

行
わ
れ
ま
す
。
３
月
定
例
会
で
は
各
会
計
新

年
度
予
算
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
ま
す
。
議

会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
会　
３
月
７
日
㈫　
10
時

場
所　
役
場
庁
舎
３
階　
議
場

問
議
会
事
務
局

問
雄
武
町
森
林
組
合

☎
８
４
‐
２
０
３
６

　

海
上
保
安
大
学
校
学
生

　　

  　Information　

ホテル日の出岬では、今年も皆さ
まから寄付していただいたひな人
形を飾り、お越しいただいた皆さ
まに「すごいね」「大きいね」な
どと驚いていただいたのと同時に
喜んでいただけました。

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。ぜひ、
ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、ご
要望がありましたら、何なりとご連絡ください。

オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎ 85‐ 2626

ホテル日の出岬からのお知らせ

一足早い春を感じて

　　レストラン「藍」のおすすめ

今月のおすすめは「豚バラやわらかソースカツ定食 1,000 円」です！
じっくり長時間煮込まれたバラ肉
は、脂っこくなく食べやすいです。
また、非常に柔らかいので切ら
ずにそのまま頰張っていただけま
す。ぜひともご賞味ください。

そ
の
他

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で

は
、
５
月
２
日
㈫
か
ら
31
日
㈬
札
幌
ド
ー

ム
で
開
催
す
る
試
合
の
Ｃ
指
定
席
に
、
北

海
道
１
７
９
市
町
村
応
援
大
使
２
０
１
７

年
度
招
待
応
援
デ
ー
と
し
て
、
雄
武
町
に

住
ん
で
い
る
人
を
招
待
し
ま
す
。

申
込
方
法　
球
団
公
式
サ
イ
ト
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

族
全
体
で
守
り
ま
し
ょ
う
。
子
供
を
、

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
犯
罪
被
害
か
ら

守
る
た
め
に
、
子
供
が
使
用
す
る
携
帯

電
話
な
ど
に
は
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
制
限
で
き
る
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

	・
非
行
防
止
は
家
庭
か
ら
！

　

	

家
庭
は
最
も
身
近
な
社
会
で
す
。
社
会

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
せ
、
善
悪

の
け
じ
め
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０

応
援
大
使
招
待
応
援
デ
ー
ご
招
待

　　歓送迎会プラン開始

ホテルでは、３月１日から４
月 28 日まで、「歓送迎会プラ
ン」を用意しています。３月
で退職される人や４月から入
社する人などをホテル日の出
岬でお見送り、お出迎えしま
せんか？
プランの詳細については、問
い合わせください。

融
雪
期
の
事
故
防
止

	・	

屋
根
の
氷
雪
の
状
況
を
点
検
し
、
特
に

道
路
に
面
し
て
い
る
場
所
は
早
め
に
下

ろ
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
屋

根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の
転
落
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
命
綱
を
つ
け
る
な
ど

し
ま
し
ょ
う
。

	・	

落
氷
雪
の
お
そ
れ
が
あ
る
軒
下
な
ど
を

歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

落
氷
雪
の
危
険
が
あ
る
場
所
で
遊
ん
で

い
る
子
供
を
見
か
け
た
ら
、
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

	・	
除
雪
中
に
除
雪
機
に
巻
き
込
ま
れ
る
、

あ
る
い
は
下
敷
き
に
な
る
な
ど
の
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
除
雪
作
業
中
は

周
囲
と
自
分
の
安
全
を
よ
く
確
認
し
、

除
雪
機
か
ら
離
れ
る
時
は
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
す
る
な
ど
し
て
事
故
防
止
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０

少
年
の
非
行
・
犯
罪
被
害
防
止

安
　
全

雄
武
漁
協
に
紺
綬
褒
章
が
授
与

表
　
彰

き
の
こ
菌
の
予
約
受
付

	・	h
ttp
://ap

p
.

fighters.co.jp/
qr/179_invitation.
php

申
込
期
間　
右
の
サ
イ
ト
で
確
認
の
上
、

期
間
内
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
座
席　
Ｃ
指
定
席（
塁
側
は
選
べ
ま
せ
ん
）

そ
の
他　

	・	

当
選
通
知
は
、
試
合
観
戦
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
当
選
者
へ
メ
ー
ル
通
知
さ
れ

ま
す
。

	・	

当
選
の
有
無
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

	・	

球
場
ま
で
の
移
動
手
段
の
手
配
・
費
用

な
ど
は
、当
選
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

	・	

当
選
者
で
別
の
座
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、
試
合
当
日
に
札
幌
ド
ー
ム
場
内
前

売
り
券
売
り
場
で
座
席
変
更
を
受
付
け

ま
す
。（
有
料
・
席
数
限
定
あ
り
）

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

	・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　
定
例
会
は
３・６・９
・
12
月
の
年
４
回
開

催
さ
れ
、
議
案
審
議
の
ほ
か
に
一
般
質
問
が

中川原町長から伝達を受ける片川組合長（左）
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暮らしの

年金情報

雄武町図書館（雄武町栄町）雄武町図書館（雄武町栄町）
☎84－2404☎84－2404
10時～19時（火～金曜日）10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日曜日）10時～18時（土・日曜日）
休館日　月曜日・祝日休館日　月曜日・祝日
（火・日は12時～13時まで施錠）（火・日は12時～13時まで施錠）

図書館
情報

江戸の洒落者たちに人気の袋物屋、神
田の三島屋は、一度に一人の語り手を
招き入れての変わり百物語も評判だ。
心が震え、身が浄められる怪談語り。
訪れた客が語りだしたのは……。

ママが家出をしてしまいました。困っ
たかんたろうとあんちゃんは、ママが
いなくなって初めて、ママの気持ちに
気がつきました。ふたりが助け合って
いるすがたを見守って、ママが家に帰
ろうとしたとき、敵が現れて…！？

今月の新着図書 Newly-imported books

怒らずに伝える技術（安藤俊介）・自分の頭で考
えて動く部下の育て方（篠原信）・マンガでわか
るはじめての簿記（柴山政行）・人をつくる言葉

（大村智）・娘と話すメディアってなに？（山中速
人）・産まなくても育てられます 不妊治療を超え
て、特別養子縁組へ（後藤絵里）・はたらく人の
結婚しない生き方（池田園子）・介護殺人 追いつ
められた家族の告白・続 ･ 老後はひとり暮らしが
幸せ（辻川覚志）・献立らくらく腎臓病の食事・
殺意の隘路 最新ベスト ･ ミステリー　他

金田一少年の事件簿 R10（天樹征丸＆さとうふ
みや）・ゴールデンカムイ 9（野田サトル）・中
国嫁日記 6（井上純一）・ぷりっつさんち 5（松
本ぷりっつ）・動物探偵ミアひつじレースで大さ
わぎ！（ダイアナ・キンプトン）・飛ぶ教室（E．
ケストナー）・もりのやきゅうちーむ ふぁいたー
ずつよさのひみつ（北海道日本ハムファイターズ
選手会 / 堀川真）・火を使わないで作るごはん う
れしい包丁デビュー！（寺西恵里子）・トマとエ
マのとどけもの（大庭賢哉）他

新着図書（一般書）新着図書（一般書） 　新着図書（児童書）　新着図書（児童書）

三鬼　三島屋変調百物語 四之続三鬼　三島屋変調百物語 四之続

宮部　みゆき宮部　みゆき

ぼく、仮面ライダーになる！ぼく、仮面ライダーになる！
エグゼイド編エグゼイド編

のぶみのぶみ

今月のおすすめ情報 Recommended information of this month

所得の少ない学生のために、国民年金保険料の納付を先送り（猶予）できる制度です。
保険料を納められないときはそのままにせず、学生納付特例を申請しましょう。

◉学生納付特例制度のメリット
・	 病気やけがで障害が残ったときも障害基礎年金を受け取ることができます。在学中のスポー

ツのけが、病気や事故に備えられます。
・	年金を受け取るために必要な期間（受給資格期間）に算入されます。

◉対象者　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校※に在学す
る学生などで、本人の前年所得が基準以下の人
※学校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程

【 所得のめやす 】118 万円＋扶養親族等の数× 38 万円で計算した額以下である場合

◉学生納付特例期間の年金　老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格期間に
は算入されますが、年金額には反映されません。
※障害基礎年金および遺族基礎年金を受け取るためには一定の要件があります。
※保険料を 10 年以内に納付（追納）すると年金額に反映されます。

◉手続き　雄武町役場や年金事務所、日本年金機構ホームページで申請書を入手し、住民票
を登録している市町村へ学生証（有効期間が表記されているもの）のコピーまたは在学証明
書（原本）を添えて申請します。申請後、日本年金機構から承認通知書が届いた場合は、承
認期間は４月～翌年３月の１年間（保険料納付済み期間は対象外）となります。また、却下
通知書が届いた場合は保険料を納付する必要があります。
※  29 年 4 月分から 30 年 3 月分までの期間にかかる申請は、29 年４月から 31 年 5 月末まで

になります。申請時点の２年１カ月前の月分までさかのぼることができますが、申請が遅れ
ると万一の際に障害年金が受け取れない場合がありますので、すみやかに申請してください。

◉手続きをしないとどうなるの？　
年金は老後に受け取るだけではありませ
ん。万一、病気やけがで障害が残ったとき
に、保険料を納めていなかったり学生納付
特例の手続きを行っていないと、障害年金
が受け取れなくなる可能性があります。

問住民生活課戸籍住民係
問北見年金事務所国民年金課
☎ 0157 ‐ 25 ‐ 9635

学生納付特例制度とは

卒園や小学校入学をテーマにしたやさしいタッチの絵本、小
学校や中学校卒業をテーマにした感動の一冊…。その他、新
１年生のママたちにおすすめのマナー本やハウツー本など、
家族みんなで読んでほしい本を紹介します。ぜひ、この機会
にご来館ください。たくさんのご利用をお待ちしています！
※展示中の本は貸し出しができます。

【 期　間 】　３月 31 日（金）まで

「卒園卒業＆入学」特集コーナーをつくりました！
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身
勝
手
さ
の
結
末

　
平
成
18
年
。
私
が
事
犯
を
起
こ
し
た
こ
の
年

は
、
福
岡
県
で
飲
酒
運
転
の
車
に
衝
突
さ
れ
、

幼
い
命
が
３
人
も
奪
わ
れ
た
悲
惨
な
事
件
の
こ

と
が
話
題
に
な
り
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
飲
酒

運
転
の
危
険
性
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
状
況
で
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
い
う
何
の
根
拠
も

な
い
身
勝
手
な
理
由
で
飲
酒
運
転
を
し
、
尊
い

命
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
12
月
中
旬
の
金
曜
日
、
そ
の
日
私
は
、
自
分

の
部
署
の
忘
年
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
会
自
体

は
午
後
８
時
過
ぎ
に
終
了
し
た
の
で
、
最
寄
り

の
駅
か
ら
電
車
に
乗
っ
て
帰
宅
の
途
に
つ
き
ま

し
た
。
途
中
か
ら
座
席
に
座
り
、
自
分
が
降
り

る
駅
ま
で
の
約
１
時
間
半
の
間
ず
っ
と
寝
て
い

ま
し
た
。
駅
に
着
き
、
駐
車
場
ま
で
行
き
、
後

部
座
席
に
用
意
し
た
寝
袋
に
く
る
ま
り
朝
ま
で

眠
る
つ
も
り
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
私
は
「
飲
ん
で
か
ら
２

時
間
近
く
も
経
過
し
て
い
る
し
、
時
間
も
遅
い

し
、
も
う
何
年
も
事
故
を
起
こ
し
て
い
な
い
か

ら
運
転
に
は
自
信
も
あ
る
し
、
こ
の
ま
ま
運
転

し
て
帰
っ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
身
勝

手
な
考
え
を
起
こ
し
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
ま

し
た
。
走
り
始
め
て
少
し
す
る
と
、
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
が
曇
り
始
め
た
た
め
、
エ
ア
コ
ン
の
ス

イ
ッ
チ
を
操
作
す
る
の
に
パ
ネ
ル
に
目
を
や
り

ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
路
肩
に
駐
車
し
て
い
た

車
に
私
の
車
の
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
を
接
触
さ
せ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
結
構
大
き
な
音
を
た
て
た
の

で
、
ア
ッ
と
思
い
、
左
に
顔
を
向
け
た
直
後
、

今
度
は
フ
ロ
ン
ト
に
「
ド
ン
ッ
」
と
い
う
衝
撃

と
音
が
同
時
に
起
こ
り
ま
し
た
。
一
瞬
何
が
起

き
た
の
か
分
か
ら
ず
、
ぼ
う
ぜ
ん
と
な
り
な
が

ら
も
車
を
停
め
て
後
ろ
を
見
る
と
、
人
が
倒
れ

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
大
変
な
こ
と
を

し
て
し
ま
っ
た
と
思
い
、
急
い
で
倒
れ
て
い
る

人
の
所
へ
行
き
、
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
返
事

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
、
頭
が
真
っ
白
に
な
り
な
が
ら
も
現
場

に
居
合
わ
せ
た
方
に
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ

き
、
自
分
は
救
急
車
を
手
配
し
、
被
害
者
の
方

の
傷
口
を
押
さ
え
て
止
血
し
よ
う
と
試
み
て
い

ま
し
た
。
救
急
車
が
到
着
し
、
被
害
者
の
方
は

搬
送
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
私
の
方
は
、
駆
け
つ
け
た
警
察
官
に
そ
の
ま

ま
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
の
取
り
調

べ
中
に
、
被
害
者
の
方
が
大
変
危
険
な
状
態
に

あ
る
こ
と
を
警
察
の
方
か
ら
伺
い
、
何
と
か
命

だ
け
は
助
か
っ
て
ほ
し
い
と
毎
日
祈
る
よ
う
に

思
い
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
事
故
か
ら
１
週
間
後
、
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
自
分

の
手
で
尊
い
人
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
事
犯

の
重
大
さ
に
体
の
震
え
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
裁
判
の
と
き
に
、
ご
両
親
が
意
見
陳
述
さ

れ
た
言
葉
の
中
か
ら
、
受
け
た
悲
し
み
や
つ
ら

さ
、
痛
み
、
私
に
対
す
る
測
り
知
れ
な
い
憎
し

み
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
、
あ
ら

た
め
て
私
が
犯
し
た
罪
の
重
さ
を
痛
感
し
、
自

分
の
身
勝
手
を
悔
い
ま
し
た
。

　
私
の
身
勝
手
な
行
動
に
よ
り
最
愛
の
方
の
尊

い
命
を
奪
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
と
き
か
ら
ご
遺

族
の
皆
様
に
は
一
生
拭
い
き
れ
な
い
地
獄
を
見

せ
続
け
て
い
ま
す
。
ご
遺
族
と
は
、
何
度
か
連

絡
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
謝
罪
は

一
切
拒
否
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
然
の
こ
と
で
す
。
業
務
上
過
失
致
死
、
道

路
交
通
法
違
反
の
罪
で
懲
役
３
年
の
判
決
を
受

け
、
現
在
は
市
原
刑
務
所
で
受
刑
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
の
中
で
、
規
則
に
は
そ

れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
規
則
を

守
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る

よ
う
に
毎
日
を
過
ご
し
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け

れ
ば
他
人
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う
こ
と
を
体

験
し
、
こ
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
人
の
命
を

守
る
こ
と
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
講
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
弊
害
、
過
失
と

故
意
の
違
い
、
交
通
事
犯
に
対
す
る
社
会
の
流

れ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
「
交
通
事
故
は
犯
罪

で
あ
り
、
加
害
者
は
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
認

識
し
て
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
て
ほ
し
く
な

い
」
と
い
う
交
通
事
故
被
害
者
の
ご
遺
族
の
方

の
強
い
主
張
で
し
た
。
私
は
、
こ
の
声
を
強
く

意
識
し
て
今
後
を
生
活
し
て
い
こ
う
と
誓
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
施
設
を
出
て
か
ら
が

本
当
の
償
い
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
方
に
謝
罪
に
お
伺
い
す
る
と
き
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
受
け
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
ご
遺
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
ご
意
向
を
く
み
取
り
な
が
ら
、
私
が
で

き
得
る
限
り
の
償
い
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
何
度
謝
罪
を
し
て
も
、
犯
し
た
罪

が
消
え
る
こ
と
は
な
く
、
被
害
者
の
方
も
戻
っ

て
く
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
誠
意
あ
る
行

動
を
続
け
、
私
自
身
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
く

努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
方
に
お

願
い
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
飲
酒
運
転
の
危
険
性
が
日
々
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
の
よ
う
に
「
自
分
だ
け
は
大
丈

夫
」
と
い
う
身
勝
手
な
理
由
で
運
転
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
単
な
る
偶
然
で
何
も
起
き
な
か
っ
た
だ
け
で

す
。
偶
然
は
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
せ
ん
。
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
事
犯
を
起
こ
し
、
被
害
者
や

そ
の
ご
家
族
、
周
囲
の
方
々
、
自
分
の
家
族
ま

で
が
地
獄
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
の
よ

う
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

Ｓ
・
Ｋ　
会
社
員
（
51
歳
）

　
㈶
東
京
交
通
安
全
協
会
「
贖
い
の
日
々
」
よ
り

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
交
通
事
故
。

皆
さ
ん
は
、
そ
の
報
道
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
？

「
も
し
、
そ
の
交
通
事
故
の
加
害
者
が
自
分
だ
っ
た
ら
」。

明
日
の
こ
と
は
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
、
遺
族
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。

広
報
「
お
う
む
」
で
は
、
実
際
に
事
故
の
加
害
者
と
な
っ
た
人
の
手
記
を
紹
介
し
、

交
通
事
故
防
止
へ
の
込
め
ら
れ
た
思
い
を
伝
え
ま
す
。

離婚の際に問題となることが多
い、子どもの親権についてお

話します。離婚しようとする夫婦に、
成人していない子どもがいる場合に
は、両親のどちらが離婚後の子の親
権者になるかを決めなければなりま
せん。ですので、夫婦の話し合いで
離婚することが決まり、離婚届を役
所に提出しようとしても、離婚届に
子ども１人１人について夫婦のどち
らが親権者となるかを記載しなけれ
ば、その離婚届は役所で受け付けし
てもらえません。つまり、親権者が
決まらなければ、夫婦の協議で離婚
することができないのです。
　こういった場合には、夫婦のどち
らかが家庭裁判所に調停の申立てを
行い、第三者である調停委員を入れ
た話し合いによって、どちらを親権
者とするのかを決めなければなりま
せん。では、実際のところ、どのよ
うに親権者が決められるのでしょう
か。法律（民法）には、「子の利益
を最も優先して考慮しなければなら
ない」としか定められておらず、ど

のように決められるかはケースバイ
ケースとしか言いようがないのです
が、一般的には、次の①から④のこ
とを総合的にみて検討していると言
われています。
　①これまでの子の養育状況（両親
のどちらが主として子どもの面倒を
見てきたか、その面倒の見方が適切
なものだったのか）②今後の養育方
針や養育環境（今後、どこで、どの
ように子どもの面倒を見ていくか、
祖父母など、他の親族から支援を受
けられるか）③一方を親権者にした
場合、住居や生活の面で、子どもと
の生活に支障がないか④もう一方の
当事者を親権者とするのが不適切な
理由（子どもへの暴力や子育てへの
無関心など）。
　よく、「父親は親権を取りづらい
と聞くので、あきらめたほうがよい
か」というご相談を受けます。統計
的に見ると確かに間違いではないで
すし、子どもとの愛情の繋がりは母
親のほうが強いとも言われています
ので、父親がたやすく親権者になれ

無料法律相談会（事前予約制）☎ 0158-26-2277　　
3 月 7 日㈫・4 月 4 日㈫　13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議3 月 7 日㈫・4 月 4 日㈫　13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議室室

STOP！交通事故

そ
の
交
通
事
故

も
し
、
自
分
だ
っ
た
ら

るとは言い切れません。しかし、こ
れまでの母親の子育てに問題がある
場合など、必ずしも母親が親権者に
指定されないケースも間々見られま
す。逆に、「夫が、長男は大事な跡
取りだから、親権は自分にあるとき
かない」という妻側からのご相談も
ありますが、（もちろんケースバイ
ケースですが）跡取りだという理由
だけで夫が親権者になると決まって
いるわけではありません。
　一度、離婚届にサインしてしまい、
相手の言いなりになって親権を譲っ
てしまうと、後からこれを覆すのは
非常に困難です。その前に、自分が
相手の言いなりになる必要があるの
かどうか専
門家に相談
し、納得を
してからサ
インをする
ほうが得策
だと思いま
す。

なるほど ! くらしの法律相談 【 第 59 回 】

　
　
　
　
　
　
第
11
回

今月の担当

田村�秀樹�弁護士
紋別ひまわり基金法律事務所

地域包括支援センターだより 地域包括支援センター　☎ 84 ‐ 4495

雄武町地域包括支援センター
（役場庁舎別館内）　☎ 84 ‐ 4495

※ 緊急時の電話相談は 24 時間受け付けしてい
ます。

介護や生活支援を必要とする高齢者が、今後増加
することが見込まれ、元気で過ごすためにこれま
で以上に、家族・知人・友人などと「お互いさま
の助け合い」を維持することが求められています。

「お互いさまの助け合い」とは、難しく感じる方
もいるかもしれませんが、実際は左記のように皆
さんが普段から行っている
ことです。「お互いさまの助
け合い」を続けて、高齢に
なっても生活のしやすい町
づくりをめざしましょう。

高齢者が生活しやすい町づくりをめざして

□あいさつをする
□ 近所同士で集まり、おしゃべ

りをする
□ おかず、魚や山菜などをおす

そ分けする
□一緒に病院を受診する
□一緒に買い物に出掛ける
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「
削
蹄
師
が
見
事
に
牛
の
ひ
づ

め
を
削
り
整
え
て
ゆ
く
技

術
に
魅
了
さ
れ
、
こ
れ
し
か
無
い
と

思
い
ま
し
た
」。

　
岐
阜
県
出
身
。
地
元
の
高
校
を
卒

業
後
、
製
麺
所
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
が
昨
年
３
月
に
退
社
。
再
就
職
先

を
探
し
て
い
た
時
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
偶
然
削
蹄
の
動
画
を
見
た

と
い
い
、「
こ
ん
な
仕
事
が
あ
る
ん

だ
、
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
す

ぐ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
求
人
情
報

を
検
索
。
従
業
員
を
募
集
し
て
い
た

豊
栄
削
蹄
に
応
募
し
、
昨
年
９
月
か

ら
牛
削
蹄
師
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
上
司
や
先
輩
の
仕
事
道

具
を
準
備
し
た
り
、
牛
を
け
ん
引
す

る
な
ど
削
蹄
を
す
る
た
め
の
準
備
が

主
な
仕
事
だ
と
い
い
ま
す
。「
牛
を

間
近
で
見
る
こ
と
も
初
め
て
で
、
最

初
は
大
変
で
し
た
が
、
最
近
で
は
牛

を
１
人
で
け
ん
引
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
特
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
北
海
道
を
訪
れ
た
の
は
、
小
学
生

の
と
き
に
家
族
旅
行
で
訪
れ
た
だ
け

と
い
い
、「
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
私
生

活
の
面
で
も
、
何
も
知
ら
な
い
自
分

に
毎
日
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
指

導
し
て
く
れ
る
上
司
や
先
輩
に
、
少

し
で
も
恩
返
し
が
し
た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
早
く
削
蹄
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
仕
事
へ
の
熱
意
を
燃
や
し

ま
す
。

　
「
将
来
は
、
削
蹄
師
の
資
格
で
あ

る
認
定
牛
削
蹄
師
の
資
格
を
取
得
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　
今
後
の
決
意
を
胸
に
、
一
流
の
技

術
を
身
に
着
け
る
た
め
今
日
も
仕
事

に
励
み
ま
す
。

Fresh Talk
フレッシュトーク

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

豊栄削蹄勤務

 家
い え だ

田　衡
まもる

さん
（新町）

Kids
わんぱくキッズ（若草保育所）～大きくなったら～

Art Museum
小さな美術館　～豊丘小学校～

　
2
月
に
入
り
、
流
氷
が
姿
を
見
せ
始

め
ま
し
た
。
今
年
の
大
寒
は
1
月
20
日

で
し
た
の
で
、
暦
ど
お
り
雄
武
も
１
年

を
通
じ
て
一
番
寒
い
時
期
を
迎
え
た
わ

け
で
す
。
不
思
議
な
も
の
で
、
雄
武
に

は
ま
だ
接
岸
し
て
い
な
く
て
も
、
枝
幸

方
面
や
網
走
か
ら
知
床
に
か
け
て
は
接

岸
し
て
い
ま
す
。
海
流
や
風
の
向
き
も

関
係
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
私
が
子

供
の
頃
に
は
び
っ
し
り
と
大
き
な
流
氷

が
海
を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
の
で
す

が
、
今
は
そ
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
シ
ベ
リ
ア
の
ア
ム
ー
ル
川
の
水
が
大
量

に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
流
れ
込
み
、
浅
い
部

分
の
塩
分
濃
度
を
下
げ
、
そ
こ
に
シ
ベ
リ

ア
か
ら
の
冷
た
い
季
節
風
が
真
水
部
分
を

凍
ら
せ
流
氷
が
で
き
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
、
最
新
の
研
究
で
わ
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
一
方
シ
ベ
リ
ア
の
森
も
人
為
的
な

伐
採
が
大
き
く
進
み
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
洋
資
源

に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
一
見
対
照
的
に
思
わ
れ
る
「
森
」
と

「
海
」
の
関
係
で
す
が
、
豊
か
な
森
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
魚
や
鳥
が
多
く
存
在
し
ま

す
。
雄
武
の
海
産
物
が
お
い
し
い
の
も
、

こ
こ
に
豊
か
な
森
と
川
が
あ
る
か
ら
だ
と

考
え
ま
す
。
流
氷
に
も
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
重
な
り
絡
み
合
っ
て
、
豊
か
な
自
然
は

成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
私
た
ち
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
に
暮
ら
す

人
間
は
、
自
然
か
ら
大
き
な
恵
み
を
い

みんなのひろば

地域おこし協力隊が行く！

Activity Report
地域おこし協力隊　～活動レポート～

た
だ
い
て
生
活
し
て
い
ま
す
の
で
、

遠
い
未
来
を
見
す
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
と
常
々
考
え
て
い
ま

す
。
紀
伊
の
林
業
家
た
ち
は
、
50
年
、

100
年
先
の
人
た
ち
の
た
め
に
木
を
植

え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
人
た
ち
が
困

ら
な
い
よ
う
に
、
未
来
に

投
資
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
れ
が
遥
か
昔
か
ら

続
く
伝
統
で
す
。
今
年
も

や
っ
て
き
た
流
氷
を
眺
め
な
が
ら

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
４・
５
日
、
宮
の
森
公
園
で

行
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
は
、
と

て
も
幻
想
的
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

冬
に
な
る
と
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
公

園
も
、
工
夫
次
第
で
大
き
く
変
わ
る

と
い
う
こ
と
。
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
な
ら

で
は
の
催
し
を
、
来
年
も
行
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
有
志
の
方
々
か
ら

た
く
さ
ん
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
制

作
を
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地域おこし協力隊

　　　佐
さ と う

藤 　寧
やすし観光推進

支援員

さかぐち

たいが くん てつかわ

りん ちゃん

いけだ

ゆいと くん

整
体
師ニ

ン
ニ
ン
ジ
ャ
ー

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
エ
グ
ゼ
イ
ド

池田　藍瑠�さん 工藤　大志�くん山田　美志�さん

「�子どもたちとぐるんぱ�」 「�こわ～いなおしいれの中�」 「�おばけをてんぷらにするうさぎ�」

※学年はすべて 2年生
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3 月 4 日土 親子そば打ちの会（中山間活性化施設）10：00 ～

☆ 6 年生を送る会　10：00 ～

☆卓球教室　14：00 ～

6 日月 ♡仲良し親子教室　10：00 ～

7 日火 献血車来町（７ページ参照）

8 日水 ♡仲良し親子教室　10：00 ～

10 日金 ♡仲良し親子教室　10：30 ～

11 日土 ☆一輪車講習会　13：30 ～

13 日月 ♡仲良し親子教室　10：00 ～

15 日水 ♡仲良し親子教室　10：00 ～

16 日木 ☆ママのためのフィットネス教室　10：00 ～

☆けん玉検定　16：00 ～

17 日金 ♡仲良し親子教室　10：30 ～

18 日土 ☆一輪車教室　10：00 ～

☆サッカー教室　14：00 ～

22 日水 ☆仲良し親子教室修了式　10：00 ～

23 日木 ♡乳児健康相談　9：00 ～

28 日火 ♡助産師講話　10：00 ～

30 日木 ♡読み聞かせフムフムの会　11：00 ～

◉乳幼児健診　12：30 ～

開
催
場
所　

◉
役
場
　
♣
町
民
セ
ン
タ
ー　

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☆
児
童
セ
ン
タ
ー
　
♠
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内 科
（ 服 部 医 師 ）

毎週月～水曜日の診療となりますが、20 日㈪
は祝日のため休診となります。

内　　　　科
（ 高 井 医 師 ） 毎週木～金曜日の診療となります。

外科・整形外科
（ 桂 巻 院 長 ）

3 日㈮午後、17 日㈮午後は不在となります。
※毎日 10 時 30 分～ 11 時 30 分までは病棟回診時間のため、受
付時間は午前が 10 時 30 分まで、午後は正午からとなります。

小 児 科
毎週月曜日が 1 日診療、金曜日が午後のみ診
療となりますが、20 日㈪は祝日のため 21 日
㈫が 1 日診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日の午後のみ診療となります。

　イベントカレンダー

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
　舘山　友

ゆうすけ
助（善利・良子／男／元沢木）

♡末永くお幸せに（婚姻）
　横石　健（共栄）・久保　佳織（共栄）
　岸田　知紀（新沢木）・菅原　智恵（新沢木）
　永井　浩司（曙）・児玉　かおり（北見市）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
　   阿部サクラ　102 歳（魚田）
　伊藤　雅紀　 64 歳（緑町）

※出生は出生日を含めて 14 日以内、死亡は死亡を知った
　日から 7 日以内に届け出をしてください。

　☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

　☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

 3 月 23 日㈭　雄武町民センター
 優良運転者講習　12：30 ～ 13：00
 違反運転者講習　13：20 ～ 15：20

　☞ 人口と世帯数（2 月 28 日現在）※住民基本台帳人口

　☞ 戸籍の窓口（2 月 1 日～ 2 月 28 日届け出分）※敬称略

　☞ 寄付（1 月 26 日～ 2 月 25 日受付分）　※敬称略

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
　麻生　キヨ（幸町）

3 月 21 日㈫ 　10：00 ～ 16：00  
　遠軽町保健福祉総合センター

　☞ 役所への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

行政相談所　3 月 14 日㈫　13：30 ～ 15：30
役場町民ホール　行政相談委員　近江谷　春夫

人　口 4,534 人（日本人 4,386 人、外国人 148 人）
（前月比 6 人減 / 前年比 56 人減）

　男 2,145 人（日本人 2,103 人、外国人　42 人）
（前月比 1 人減 / 前年比 35 人減）

　女 2,389 人（日本人 2,283 人、外国人　106 人）
（前月比  5 人減 / 前年比 21 人減）

世帯数 2,211 戸（日本人 2,078 戸、外国人 133 戸）
（前月比 3 戸減 / 前年比 9 戸増）

◎診療時間　8：30 ～ 12：00（受付 11：30 まで） 13：30 ～ 17：15（受付 16：15 まで）

第 240 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」

◉１・２学年フェスタ
  2月3日㈮、１・２年フェスタが行われ、グルー
プごとにスポンジケーキのデコレーションをし
ました。このフェスタは、生徒会執行部の議論
する力（企画力、意見をまとめる力、段取りす
る力）や運営力を育む機会、また、コミュニケー
ションスキルを生かし、制限された環境下にお
いてグループワークを通じた問題分析力、計画
力を育むことを目的に実施しているものです。

❖編集後記

Editor's�note

OUMU High�School
3
月
の
行
事
予
定

▼経産省と経団連などが個人消費を
喚起するために先月から始まったプ
レミアムフライデー。毎月末の金曜
日の午後 3 時以降を目安に仕事を
終了し、退社するというもの。一部
の企業で導入されているようです
が、皆さんのお勤め先で導入された
ら、何をしますか？（櫨山）
▼今年も九州の武雄市から雄武町に
小学生たちが来町しました。毎年恒
例の児童交流ですが、武雄市とは昭
和 60 年に雄武あての郵便物が武雄
の郵便局に届いたのが縁で交流が始
まったといいます。どんなことが良
いきっかけになるかわからないもの
です。（結城）

375 便　羽田発　11：20　→　紋別着　13：05
376 便　紋別発　13：45　→　羽田着　15：40

オホーツク紋別空港ダイヤ

お得な料金プラン

旅割
空席予約数と予
約日により運賃
が変わります。

ｽﾏｰﾄｼﾆｱ空割 19,290 円～
ｽﾏｰﾄ U25 19,290 円～

※ 羽田空港施設利用料金 290 円が別
途加算されます。

無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 12：50
紋別空港着 13：07
紋別空港発 13：15
紋別バスターミナル着 13：32

6 日月 入学者選抜会場公開
7 日火 入学者選抜学力検査
8 日水 入学者選抜面接
9 日木 先輩と語る会

16 日木 学力テスト（1 学年）
17 日金 合格発表（本校生徒玄関・Web 発表 10:00）
24 日金 修了式、離任式
28 日火 入学予定者オリエンテーション

　デコレーションには、菓子・チョコレート・
フルーツなどの食材の中から、当日のレクリ
エーション結果で獲得した食材を使用。調理計
画を立て、デコレーション・味・食材を生かし
た調理について競い合い、ケーキ名「たけのこ
の里に雪が降りました」が優勝しました。
　来年度の「雄高祭」に向け、企画・運営力の
育成を図ることができました。

 3 月 23 日㈭　雄武町民センター
 優良運転者講習　12：30 ～ 13：00
 違反運転者講習　13：20 ～ 15：20
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　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、　― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ―　励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄�武�町�民�憲�章�（�町民の誓い�）
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一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

　　　　　　　　　　 昭和 46 年 3 月 19 日制定

小
学
校
3
年
生
の
時
、
新
撰
組
の
本
を
読
ん
で
か
ら
歴
史
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
６
年
生
に
な
っ
て
、
担
任
の
先
生
が
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
の
雑
学

や
豆
知
識
を
交
え
て
教
え
て
く
れ
る
授
業
が
と
て
も
お
も
し
ろ
く
、
こ
ん
な

先
生
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
、
歴
史
の
本
な
ど

を
読
ん
で
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
歴
史
を
専
門
に
指
導
で

き
る
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

大
水　
颯
太 

く
ん
（
お
お
み
ず　
そ
う
た
・
宮
下
町
・
雄
武
小
６
年
）

　
歴
史
を
専
門
に
指
導
で
き
る

                          

先
生
に
な
り
た
い


